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第１ 公立大学法人静岡文化芸術大学の平成 27 事業年度における業務実績評価につ

いて 

 

静岡県公立大学法人評価委員会は、「静岡県が設立する公立大学法人に係る評価

基本方針」（H19.12.5 制定）に基づき、平成 27 事業年度の業務の実績に関する評価

を行った。 

 
１ 評価に当たっての基本的な考え方 

(1) 評価を通じて、大学の教育研究及び法人運営の進捗状況等を分かりやすく示

し、県民への説明責任を果たしていくものとする。 

(2) 法人の教育研究並びに組織及び運営についての様々な工夫や特色ある取組

を積極的に評価するものとする。 

(3) 次期の中期目標・中期計画、法人の組織及び業務運営の見直しの検討に資す

るものとする。 

 
２ 評価方法 

(1) 年度評価は、「全体評価」と「項目別評価」により行った。 

(2) 「全体評価」は、(3)の項目別評価を踏まえるとともに、当該年度の重点的

な取組や法人の特性等に配慮しつつ、中期目標・中期計画の全体的な進捗状況

を総合的に判断した。 

(3) 「項目別評価」は、法人による自己点検・評価の結果を基に、当該年度計画

に定めた項目ごと、年度計画設定の妥当性も含めて総合的に検証を行い、中期

目標・中期計画の達成に向けた進捗状況を確認した上で、「大学の教育研究等

の質の向上に関する目標」、「法人の経営に関する目標」、「自己点検・評価及び

情報の提供に関する目標」及び「その他業務運営に関する重要目標」の４つの

目標別に総合的に検証した。 
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第２ 全体評価 

 

１ 評価結果と判断理由 

(1) 評価結果 

公立大学法人静岡文化芸術大学（以下「法人」という。）の平成 27 年度の業

務実績に関しては、全体として「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進

んでいる」と評価する。 

 

(2) 判断理由 

法人は、静岡文化芸術大学が、豊かな人間性と的確な時代認識や社会認識を

持ち、国際社会の様々な分野で活躍できる人材の育成と、“開かれた大学”と

して地域社会や国際社会の発展への貢献に取り組むよう計画を策定し、遂行し

ている。 

第１期中期目標期間の最終年度である平成 27 年度は、昨年度に実施した当

評価委員会の評価において指摘した事項の改善に努めながら、中期計画及び年

度計画の達成に向けて教職員を挙げて取り組むとともに、県が指示した第２期

中期目標を基に第２期中期計画を策定するなど、着実に成果を上げた１年とな

った。 

法人の中期目標・中期計画の達成に向けた業務の進捗状況について、「第３

項目別評価」のとおり、「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」、「法人

の経営に関する目標」、「自己点検・評価及び情報の提供に関する目標」及び「そ

の他業務運営に関する重要目標」の全ての項目について、「中期目標・中期計

画の達成に向けて順調に進んでいる」と認められ、これらの状況と平成 27 年

度の重点的な取組や法人の特性等を総合的に勘案し、（1）のとおりの評価が相

当と判断した。 

 

(3) 平成 27 年度の重点的な取組 

ア 教育内容の充実について 

第 1期中期目標期間の当初から準備を進めてきた新教育課程や、再編後の

デザイン学部による教育を平成 27 年度から実施し、新旧教育課程の学生が

混在する変則的な状況での講義編成や再履修の学生への対応など移行期間

に伴う問題を解消しつつ円滑に運用したほか、高度な職業人の養成を目的と

した「社会人専門講座」の平成 28 年度からの開設に向けた準備を行った。 

 

イ 業務体制の整備について 

・平成 32 年度に予定されている入試改革への対応及び第２期の重点目標で

ある優秀な学生の安定的確保に向け、入学者選抜、広報、高校との連携

等を組織的かつ迅速に実施するための入学試験・高校大学連携センター
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の設置準備を行った。 

・内部監査機能の強化を目的とした監査室を平成 28 年度に設置するための

準備を行った。 

 

ウ 広報の充実について 

動画投稿サイトへの公式動画の公開や、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワー

キング・サービス）※１を活用して学生募集の広報を改善するなど積極的な広

報活動を行ったほか、保護者や卒業生等を対象として、広く大学の現状を周

知するため、広報誌「碧い風」を創刊した。 

 

２ 評価に当たっての意見、指摘等 

平成 28 年度から第２期中期目標期間が始まったことから、これまで積み重ね

た取組を基に、第１期中期目標期間の評価を踏まえ、更なる飛躍を目指した法人

運営を行っていくことを期待する。 

今後の課題とした項目については、全学で問題意識を共有し、計画的に実現に

向けて取り組んでいくことを期待する。 

 

 

〔参考〕項目別評価の結果 

１ 大学の教育研究

等の質の向上に

関する目標 

Ⅰ 

特筆すべき 

進捗状況 

Ⅱ 

順調に 

進んでいる 

Ⅲ 

おおむね順調

に進んでいる 

Ⅳ 

やや遅れて 

いる 

Ⅴ 

重大な改善

事項がある 

２ 法人の経営に関

する目標 

Ⅰ 

特筆すべき 

進捗状況 

Ⅱ 

順調に 

進んでいる 

Ⅲ 

おおむね順調

に進んでいる 

Ⅳ 

やや遅れて 

いる 

Ⅴ 

重大な改善

事項がある 

３ 自己点検・評価

及び情報の提供

に関する目標 

Ⅰ 

特筆すべき 

進捗状況 

Ⅱ 

順調に 

進んでいる 

Ⅲ 

おおむね順調

に進んでいる 

Ⅳ 

やや遅れて 

いる 

Ⅴ 

重大な改善

事項がある 

４ その他業務運営

に関する重要目標 

Ⅰ 

特筆すべき 

進捗状況 

Ⅱ 

順調に 

進んでいる 

Ⅲ 

おおむね順調

に進んでいる 

Ⅳ 

やや遅れて 

いる 

Ⅴ 

重大な改善

事項がある 

 

※１ ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） ： インターネット上の交流を通して、社会的ネットワークを構築するサービス。 
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第３ 項目別評価 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 評価結果と判断理由 

(1) 評価結果 

大学の教育研究等の質の向上に関する目標の進捗状況は、「中期目標・中

期計画の達成に向けて順調に進んでいる」と評価する。 

 

(2) 判断理由 

大学の教育研究等の質の向上に関する目標について、当評価委員会が検証

した結果、年度計画記載の 61 項目中３項目が「計画を上回って実施してい

る」、58 項目が「計画を十分に実施している」と認められ、これらの状況等

を総合的に勘案し、（1）のとおりの評価に相当すると判断した。 

 

(3) 特に評価する項目 

・ 第 1期中期目標期間の当初から準備を進めてきた新教育課程や、再編

後のデザイン学部による教育を平成 27 年度から実施し、新旧教育課程

の学生が混在する変則的な状況での講義編成や再履修の学生への対応

など移行期間に伴う問題を解消しつつ円滑に運用した。 

・ 選択必修科目として「地域連携実践演習」を導入し、学生が、行政、

企業、学校、NPO 等の現場での体験を通して、現実社会と関わりながら

地域課題への理解を深める機会を充実させた。 

・ 社会人が対象の高度な職業人の養成を目的とした「社会人専門講座」

の平成 28 年度からの開設に向けた準備を行った。 

・ 平成 32 年度に予定されている入試改革への対応及び第２期の重点目標

である優秀な学生の安定的確保に向け、入学者選抜、広報、高校との連

携等を組織的かつ迅速に実施するための入学試験・高校大学連携センタ

ーの設置準備を行った。 

・ 修学サポート室について、改修工事を行った専用室に移転してプライ

バシーに配慮するなど学生が利用しやすい環境に整え、修学上の問題や

精神面の問題を抱える学生への修学や生活支援の機能を充実した。 

・ 授業料の減免について、年度途中の急変的事情により経済的に支障が

生じた者についても対象とするよう制度を拡充し、学生が修学を継続で

きる体制を整えた。 

・ 県からの受託事業や浜松市との共同研究など、地域の自治体が実施す

る事業へ積極的に協力したこと加え、浜松工業技術支援センターが主催

する研究成果発表会、浜松市で開催されたビジネスマッチングフェアや

ユニバーサルデザインシンポジウム等において、研究成果や研究シーズ



 5 

を発表するなど、研究成果の地域への還元を継続した。 

・ 派遣と受入れの双方型の留学プログラム「ＳＵＡＣグローバルリーダ

ー養成留学プログラム」が独立行政法人日本学生支援機構の海外留学支

援制度に採択され、留学費用の一部となる奨学金を獲得し、留学する学

生へ給付した。 

・ 国際交流活動の一環としてトルコ・イズミール経済大学と交流協定を

締結し、同大学からの交換留学生を受け入れたほか、教員・学生を同大

学へ派遣してデザイン・ワークショップを実施した。 

・ 多文化共生推進のため、「多文化共生ワークショップ」を地域連携実

践演習のプログラムの１つに組み込み、学生参加の実践的な活動として

実施した。 

 

２ 評価に当たっての意見、指摘等 

 ・ 文化政策研究科において、学生数が定員に満たない状況が続いているこ

とから、定員の充足に向け、所要の対応を行っていく必要がある。 

 ・ 独立行政法人日本学生支援機構の海外留学支援制度に採択され、また、

新たに海外大学との交流協定を締結するとともに教員が海外での調査研

究活動を実施するなど、国際交流活動を積極的に推進している点は評価で

きる。一方、協定校への派遣留学生が伸び悩んでいる。今後、国際交流に

ついてさらなる強化を期待する。 

 

 

〔参考〕小項目評価の集計結果 

 
評価対象

項目数 

Ａ 

計画を 

上回って実施 

Ｂ 

計画を 

十分に実施 

Ｃ 

計画を十分に 

実施できていない 

Ｄ 

計画を 

大幅に下回る 

１ 教育 ２６ １ ２５ ０ ０ 

２ 学生支援 １０ ０ １０ ０ ０ 

３ 研究 ９ ０ ９ ０ ０ 

４ 地域貢献 １３ ０ １３ ０ ０ 

５ 国際交流 ３ ２ １ ０ ０ 

合  計 ６１ 
３ 

(４．９％) 

５８ 

(９５．１％) 
０ ０ 
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Ⅱ 法人の経営に関する目標 

１ 評価結果と判断理由 

(1) 評価結果 

法人の経営に関する目標の進捗状況は、「中期目標・中期計画の達成に向

けて順調に進んでいる」と評価する。 

 

(2) 判断理由 

法人の経営に関する目標について、当評価委員会が検証した結果、年度計

画記載の 24 項目中３項目が「計画を上回って実施している」、21 項目が「計

画を十分に実施している」と認められ、これらの状況等を総合的に勘案し、

（1）のとおりの評価に相当すると判断した。 

 

(3) 特に評価する項目 

・ 内部監査機能を強化するため、内部監査に係る職員の能力向上や監査

手法の改善を図るとともに、監査室の設置に向けた準備を行った。 

・ 消防設備や空調設備の管理水準や管理委託契約内容を見直し、経費削

減策を実施したほか、空調機器等設備更新に当たりエネルギー使用量が

少ない機種を導入するなどし、省エネを推進した。 

・ 自動販売機の設置業者選定に当たり、業者から徴収する金額の算定方

法を入札による方式に切り替えるなど、施設管理の方法を見直し自己収

入の確保に努めた。 

 

２ 評価に当たっての意見、指摘等 

 教員に加えて職員についても活動評価制度が本格実施され、教職員それぞ

れの評価制度が整った。今後も評価項目の内容や結果の活用について引き続

き検討を行い、教職員の意欲の向上に資する制度となるよう改善していくこ

とを期待する。 

 

 

〔参考〕小項目評価の集計結果 

 
評価対象

項目数 

Ａ 

計画を 

上回って実施 

Ｂ 

計画を 

十分に実施 

Ｃ 

計画を十分に 

実施できていない 

Ｄ 

計画を 

大幅に下回る 

１ 業務運営の改

善及び効率化 
１８ ３ １５ ０ ０ 

２ 財務内容の改

善 
６ ０ ６ ０ ０ 

合  計 ２４ 
３ 

（１２．５％) 

２１ 

(８７．５％) 
０ ０ 
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Ⅲ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

１ 評価結果と判断理由 

(1) 評価結果 

自己点検・評価及び情報の提供に関する目標の進捗状況は、「中期目標・

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる」と評価する。 

 

(2) 判断理由 

自己点検・評価及び情報の提供に関する目標について、当評価委員会が検

証した結果、年度計画記載の５項目中２項目が「計画を上回って実施してい

る」、３項目が「計画を十分に実施している」と認められ、これらの状況等

を総合的に勘案し、（1）のとおりの評価に相当すると判断した。 

 

(3) 特に評価する項目 

動画投稿サイトへの公式動画の公開や、ＳＮＳを活用して学生募集の広報

を改善するなど積極的な広報活動を行ったほか、保護者や卒業生等に向けて、

広く大学の現状を周知するため、広報誌「碧い風」を創刊した。 

 

２ 評価に当たっての意見、指摘等 

ウェブサイトやＳＮＳの活用に加え、新たな広報誌を創刊するなどの新たな

試みは高く評価できる。今後も多様な媒体の有効活用について積極的な検討を

続けていくことを期待する。 

 

 

〔参考〕小項目評価の集計結果 

 
評価対象

項目数 

Ａ 

計画を 

上回って実施 

Ｂ 

計画を 

十分に実施 

Ｃ 

計画を十分に 

実施できていない 

Ｄ 

計画を 

大幅に下回る 

１ 評価の充実 １ ０ １ ０ ０ 

２ 情報公開 ２ ０ ２ ０ ０ 

３ 広報等の充実 ２ ２ ０ ０ ０ 

合  計 ５ 
２ 

（４０．０％） 

３ 

（６０．０％） 
０ ０ 
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Ⅳ その他業務運営に関する重要目標 

１ 評価結果と判断理由 

(1) 評価結果 

その他業務運営に関する重要目標の進捗状況は、「中期目標・中期計画の

達成に向けて順調に進んでいる」と評価する。 

 

(2) 判断理由 

その他業務運営に関する重要目標について、当評価委員会が検証した結果、

年度計画記載の６項目中５項目が「計画を十分に実施している」、１項目が

「計画を十分に実施できていない」と認められ、これらの状況等を総合的に

勘案し、（1）のとおりの評価に相当すると判断した。 

 

(3) 特に評価する項目 

照明を LED にするなど省エネを推進したほか、学生からの要望に基づき車

いす利用者でも使いやすいよう施設の改修を行うなど、一層のユニバーサル

デザイン化を進めた。 

 

２ 評価に当たっての意見、指摘等 

 大規模地震等が発生した場合に活用される安否確認システムの登録率が平

成 26 年度に比べて低下している。防災対策を効果的に機能させるため学生の

防災意識を高める取組を強化し、登録を促す必要がある。 

 

 

〔参考〕小項目評価の集計結果 

 
評価対象

項目数 

Ａ 

計画を 

上回って実施 

Ｂ 

計画を 

十分に実施 

Ｃ 

計画を十分に 

実施できていない 

Ｄ 

計画を 

大幅に下回る 

１ 施設設備の整

備・活用等 
１ ０ １ ０ ０ 

２ 安全管理 ４ ０ ３ １ ０ 

３ 人権の尊重 １ ０ １ ０ ０ 

合  計 ６ ０ 
５ 

(８３．３％) 

１ 

(１６．７％) 
０ 

 

 


